
■期間：令和４年12月15日（木）～令和５年１月14日（土）

■意見提出者数：８人

意見内訳

区　分 件　数

　ア　計画策定の趣旨、基本理念等 2

　イ　肝炎の予防及び正しい知識の普及啓発 5

　ウ　肝炎ウイルス検査の受検の促進 2

　エ　肝炎医療を提供する体制の確保 4

　オ　肝炎医療や肝炎対策に携わる人材の育成 2

　カ　肝炎患者等及びその家族等に対する支援の強化及び充実 1

　キ　その他 1

計 17

意見反映状況

区　分 件　数

 Ａ　新たな計画に反映しました。 1

 Ｂ　新たな計画には反映していませんが、
 　　ご意見のあった施策等は既に取り組んでいます。

9

 Ｃ　今後の政策運営の参考とします。 6

 Ｄ　反映できません。 0

 Ｅ　その他（感想・質問等） 1

計 17

■「神奈川県肝炎対策推進計画」改定素案に関する提出意見及びこれに対
する県の考え方
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■「神奈川県肝炎対策推進計画」改定素案に関する提出意見及びこれに対する県の考え方

■期間：令和４年12月15日（木）～令和５年１月14日（土）

受付
番号

内容
区分

意見の概要
反映
区分

県の考え方

1 ア
　改定素案は肝疾患患者の意向が反映されたものと感じられ、また第４章の施策展開では
新しい試みも提案され、積極的な姿勢に感謝したい。計画内容の推進のためより一層の尽
力をお願いしたい。

E 　ご意見ありがとうございました。

2 ウ
　肝炎ウイルス検査について、県内市町村間でばらつきが見られることから、一層の受検
勧奨を行ってほしい。

B 　各自治体と課題を共有しながら、連携して受検勧奨に取り組みます。

3 エ
　陽性者フォローアップについて、全市町村で実施するとともに、実効的なフォローアッ
プ方法を確立してほしい。

C 　フォローアップの実効性確保のための具体的な方策を検討します。

4 エ
　手術前検査や妊婦検診で陽性が判明した方へのフォローアップについて、システムを構
築してほしい。

C 　妊婦検診及び手術前検査陽性者への受診勧奨について、具体的な方策を検討します。

5 オ
　肝疾患コーディネーターを県内全市町村に配置するのみならず、コーディネーターの活
動の場の確保や体制づくり等の支援をお願いしたい。

B
　コーディネーター間の情報共有や連携がしやすい環境の整備など、コーディネーターの活動
支援に取り組みます。

6 ア 　推進計画の実効性を確保し、高めていくために、行政が連携して取り組んでほしい。 B 　国や市町村との連携を深め、施策に取り組みます。

7 キ
　いまだ非認識陽性者が多いと推定されるが、肝疾患は進行性の疾病であるため、各施策
の実行を加速する必要がある。このことを理解の上、計画を進めてほしい。

B 　スクリーニング検査の受検勧奨と、陽性者の受診勧奨を促進します。

＜内容区分＞

　ア　計画策定の趣旨、基本理念等

　イ　肝炎の予防及び正しい知識の普及啓発

　ウ　肝炎ウイルス検査の受検の促進

　エ　肝炎医療を提供する体制の確保

　オ　肝炎医療や肝炎対策に携わる人材の育成

　カ　肝炎患者等及びその家族等に対する支援の強化及び充実

　キ　その他

＜反映区分＞

 Ａ　新たな計画に反映しました。

 Ｂ　新たな計画には反映していませんが、ご意見の
　　　あった施策等は既に取り組んでいます。

 Ｃ　今後の政策運営の参考とします。

 Ｄ　反映できません。

 Ｅ　その他（感想や質問等）
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■「神奈川県肝炎対策推進計画」改定素案に関する提出意見及びこれに対する県の考え方

■期間：令和４年12月15日（木）～令和５年１月14日（土）

受付
番号

内容
区分

意見の概要
反映
区分

県の考え方

＜内容区分＞

　ア　計画策定の趣旨、基本理念等

　イ　肝炎の予防及び正しい知識の普及啓発

　ウ　肝炎ウイルス検査の受検の促進

　エ　肝炎医療を提供する体制の確保

　オ　肝炎医療や肝炎対策に携わる人材の育成

　カ　肝炎患者等及びその家族等に対する支援の強化及び充実

　キ　その他

＜反映区分＞

 Ａ　新たな計画に反映しました。

 Ｂ　新たな計画には反映していませんが、ご意見の
　　　あった施策等は既に取り組んでいます。

 Ｃ　今後の政策運営の参考とします。

 Ｄ　反映できません。

 Ｅ　その他（感想や質問等）

8 イ

P.17　「性行為等による感染防止」を若年層に働きかけることについて、その知識は確か
に大切であるが、肝炎予防の啓発の中で性感染を強調すると、現肝炎患者への偏見や差別
につながるおそれがある。肝炎に対する正しい知識や理解を深める普及啓発を行ってほし
い。

A
　ご意見の趣旨を踏まえ、肝炎に対する正しい知識や理解を深める普及啓発を行う旨を明記し
ます。

9 イ 　SNSを活用した普及啓発においては、SNSの特性に留意してほしい。 C 　肝炎に関する知識や理解が正しく伝わるよう、SNSの特性に十分留意いたします。

10 イ 　患者が疾患を隠す必要がなくなるようにするためにも、普及啓発に取り組んでほしい。 B
　肝炎に対する正しい知識を普及啓発することで、肝炎患者等への偏見を解消するべく取り組
みます。

11 イ
　全国Ｂ型肝炎訴訟原告団・弁護団の協力のもと、主に中学生を対象とした副読本が作成
されたので、教育現場での普及啓発で活用してほしい。

C 　教育現場での普及啓発について検討を行うにあたり、参考にさせていただきます。

12 ウ 　肝炎ウイルス検査について、自治体内で連携して取り組んでほしい。 B 　各自治体と連携して受検勧奨に取り組みます。

13 エ
　手術前検査や妊婦検診で陽性が判明した方への具体的なフォローアップ体制を計画内で
示してほしい。

C 　妊婦検診及び手術前検査陽性者への受診勧奨について、具体的な方策を検討します。



■「神奈川県肝炎対策推進計画」改定素案に関する提出意見及びこれに対する県の考え方

■期間：令和４年12月15日（木）～令和５年１月14日（土）

受付
番号

内容
区分

意見の概要
反映
区分

県の考え方

＜内容区分＞

　ア　計画策定の趣旨、基本理念等

　イ　肝炎の予防及び正しい知識の普及啓発

　ウ　肝炎ウイルス検査の受検の促進

　エ　肝炎医療を提供する体制の確保

　オ　肝炎医療や肝炎対策に携わる人材の育成

　カ　肝炎患者等及びその家族等に対する支援の強化及び充実

　キ　その他

＜反映区分＞

 Ａ　新たな計画に反映しました。

 Ｂ　新たな計画には反映していませんが、ご意見の
　　　あった施策等は既に取り組んでいます。

 Ｃ　今後の政策運営の参考とします。

 Ｄ　反映できません。

 Ｅ　その他（感想や質問等）

14 イ
　妊婦に対する母子感染予防の普及啓発について、リーフレットを活用するなどして取
り組んでほしい。

C
　妊婦に対する母子感染予防の普及啓発や、妊婦検診陽性者への受診勧奨について、具体的な
方策を検討します。

15 エ
　手術前検査については、特に眼科、外科、整形外科等へ陽性者の報告を求めるなどの
工夫をしてほしい。

B 　手術前検査陽性者への病院の対応について実態把握の上、必要な対策を行います。

16 カ
　検査費助成や、肝がん・重度肝硬変医療費助成の申請件数を増やすための具体的な方
策を示してほしい。

B
　自治体のフォローアップ、医療機関、肝疾患コーディネーター等を通じ、制度の周知を推進
します。

17 オ
　医療関係者以外の肝疾患コーディネーターをどのように活用していくか、方策を示し
てほしい。

B
　「コーディネーター間の情報共有や連携がしやすい環境の整備」の中で、様々な立場のコー
ディネーターの活動支援について方策を検討します。
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